
新型コロナウイルス感染症に備えて

一人ひとりが
　　　できること

イラスト出典：首相官邸ホームページより

01
ポイント 基本は手洗い

　ウイルスがついた手で口や鼻、目を触ると、粘膜から感染します。
　手指を清潔に保つことが大切です。
　帰宅時、調理の前後、食事前など、こまめにせっけんで手を洗うようにしましょう。
※手洗いの後はクリームなどで保湿し、手荒れを防ぎましょう。

　マスクがなく咳やくしゃみをする
ときは、ティッシュなどで口と鼻を
押さえ、周囲の人から顔をそらしま
しょう。
　使ったティッシュはすぐゴミ箱に
捨てましょう。

02
ポイント 咳エチケットへの協力

　集団感染を防ぐために、「３つの密」
を避けましょう。
　また、不要不急の外出は避けましょ
う。

03
ポイント ３つの密を避けましょう

正しく知って

正しく予防！

問い合わせ＝桐生市新型コロナウイルス感染症対策本部（☎内線 305）
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こんにちは
市長です

強いだるさや
息苦しさがある

37.5 度以上の発熱や風邪の症状がある
　●まずは家で安静にしましょう
　●毎日体温を測りましょう

群馬県新型コロナウイルス感染症コールセンターへ（４月１日より開設）
☎ 0570-082-820

すぐ相談

熱が
２日以上
続いたら
相談

熱が
４日以上
続いたら
相談

高齢者、妊婦、糖尿病・高血
圧などの持病がある人※

受診の目安

新型コロナウイルス感染症に関する相談窓口
群馬県新型コロナウイルス感染症コールセンター

☎ 0570-082-820（全日午前９時～午後９時）

上記以外の時間は、☎ 027-223-1111

厚生労働省（フリーダイアル）

☎0120-565653（全日午前９時～午後９時）

※これらの人が肺炎にか
　かると、重症化する可
　能性があります。日頃
　の健康管理と感染予防
　の行動を、しっかりと
　りましょう。

●定期的な受診が必要な人は ●感染したと思ったら
　感染症を防ぐため、慢性疾患などの持病がある人
は、薬をきちんと飲んで体調管理に努めることが大
切です。
　新型コロナウイルス感染拡大を防止する観点から、
定期的な受診が必要な人については、外来に行かず
に電話で再診を受けることが可能な場合もあります
ので、各かかりつけ医にご相談ください。

　発熱や強いだるさ、息苦しさなどの症状がみられ
るときは、会社や学校などは休みましょう。
　感染者の増加により、緊急事態宣言が発令されて
います。不安に思う人も多いかもしれません。正し
い知識をもって感染に十分注意するとともに、冷静
な対応が大切です。
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